
3  穂 ばらみか ら出穂期における水稲冠水害調査 (農試県南分場 )

て1 )背 景 とね らい

昭和 54年 8月 4日から7日にかけて停滞した梅雨前線の影響を受け西部山沿いと】と上川流

域は記録的な豪雨にみまわれた。このため北上川本流や支流が氾濫 し'昭和22,23年のアイオン

カザ ツン台風以来の大水害を受けた。水稲は穂ばらみ期～出穂期にあたり重要な時期であり、

この時期の被害解明は今後の参考となるところが大きい。

この調査は、前沢町、前沢町農業協同組合、同農業共済組合、水沢農業改良普及所前沢駐在

事務所と共同で実施 したものである。           か                   ,

( 2 ) 技術 内 容

1)調 査場所および冠水経過

調査は前沢町生母および赤生津を中心に行 った。前沢町大出橋の暫戒水位 3れ を越えたの

は 8月 5日 17時であちた。この頃からこの地域の水田が冠水 した。冠水時間は濁流水で50時

間前後のものが多いが、排水がうまくいかず停滞水となって 、120時間以上のところもある。

品1撞はササニシキが主で浸水冠水を含め、 1、 2、 3、 5日 の12地点を調査 した。冠水 9

日後、午前11時の水温は25Cで あった。               `

2)調 査結果

① 冠 水時間と受精歩合

冠水14日後出癒が終 ったところで株を採取 し受補歩合を調査 した。その結果、受綸歩合

は冠水時間が長くなるにしたがいほ
・
下する。すなわち、冠水 1日 までは90%以 上であるが、

2日 66～75%、 3日 69%、 5日 50%と なった。穂の発育段階〃けでは、出穂始、出穂期にく

らべ、穂ばらみ期の方が2日冠水では受満歩合は低 くなる。

② 朗 花および出穂

冠水直後は開花はパラバラで開花時間もずれ、開花宏も少い。冠水 したものはいずれも

自だが多く冠水時間が長いほど多くなる。また、二段穂が地上部の節位から発生し、穂の

伸長は冠水時点でとまス出すくみ状を塁するため出穂遅延や穂舶期間の長びくのがみられ

女二。

③ 収  量

冠水当時、穂の発育段階はまちまちであり、被害の様相も複雑であるが冠水時間の長い     イ

ほど滅収傾向を示 した。

漫水の場合はそれほど減収とはならないが、冠水 1日では4宅こ▼ も、2日 では 163

～ 586K7/a、 3日 では224【7/a、 5日では266K夕/aと なった。

また、穂の発育段階別では、出穂期冠水よりも穂ばらみ期が被害大であった。
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この尿1対は .山 ィぅ花ととrlる ｀み衆此、もなち力 比、様翠L■介あは 'fが主な要因である。も

みすり歩合やくゴ
!米

歩合、く r`,す 五.rl 'ヽfrtド′ては差ほチられなか った。

の 電 本時間と登熱歩合

登認t歩合は冠水 Z日 よぜタエ受精歩合よりも5ヽ 10%、冠水 3日 以上では15～20″低くなる。

こ才しは電水日放力〔長 くなるほど稲r午まの,,ど木̀を早い、登烈t下央とな りうと企もチ数の低下になった

と推定される。

0 流 要と冠水書

流水よりも停滞'水が被告が大きく、二段触の発生が著 しく、停滞水 2日冠水でもろ′をあ J七9

%、 玄米収最 la 3R夕名 と著 Lく低収となる。これは測水でしかも停滞木であったため木編 L

昇も一因と考えられる。

⑥ 冠 水と白葉枯病

冠水な受けた柄は特異的に白鷲持1病の発生がなら力した。しか l′その登熟と収量におよぼした

影響はあきらかでない。

) 調 査 成 績

位)調 査年次    昭 和 54年

(2)調 査場所    前 沢町生母、赤生津

(3)調 査結果の具体的データ

① 生 育調査      1                 ‐

1 表 1 成 烈1 期調 査
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② 収 量 調 査

表2  収 量
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図 2 対 平年収量比と冠水日数
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解析調査、および受精歩合調査

表 ユ 受 精歩合および登熟歩合
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